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氏 名

所 属

役 職

専 門 海外マーケティング、地域連携、デジタル技術・テクノロジー、その
他（DXAI政策、教育DX、学校教育と他政策の連携）

 地域未来戦略・生成AI時代の自治体経営や大学経営の推進
150以上の都道府県・市町村・大学のフェロー・アドバイザーとして、地域未来戦略・観光財源創出・生成AI時代に
おける自治体大学のありかた経営改革に関係する活動実績多数。
 各自治体・大学等での具体的な取り組み
横浜国立大学：学長をトップに据え、教育研究や大学経営における生成AI活用の新体制の構築を支援
鹿児島大学：AI・DXを活用した教育の充実と大学改革を推進し、社会の変化に対応できる人材育成の体制構築を支援
静岡県: DXAI政策の体制強化を提言し、知事自らが最高CAIO補佐官（CAIO）に就任する全国初事例の創出
富山県: ウェルビーイング関係人口1000万人による成長戦略を提言、しあわせる富山：富山県成長戦略の策定支援
浜松市: 「デジタルファースト宣言」の発出を提言、浜松市デジタルを活用したまちづくり推進条例の施行支援
函館市: 政策フェローとして市長が最高CAIO補佐官（CAIO）に就任し、自身が補佐官を務める体制の実現
竹富町: 町長が教育AI責任者に就任「デジタルわくわく宣言」の発出、全課長がDX推進役の併任発令の事例創出
自治体国際化協会: プロモーションアドバイザーとして、潮来市、宇和島市、四国ツーリズム創造機構等に対し職員研
修や海外情報発信等ノウハウ支援
 広報政策と提言モデル（サーロインの法則）
地方創生・デジタル田園都市国家構想の具体化を支援。国際発信を含む広報政策の仮説について提唱した「サーロイ
ンの法則」が日本各地で実践されている実績を持つ。住民の幸せ（well-being）の向上、関係人口の拡大を実践の相
談に対応。

・総務省: DXアドバイザー（首長等トップセミ
ナー）

・活力ある地方を創る首長の会: 特別顧問
・自治体国際化協会（CLAIR）: プロモーション
   アドバイザー
・横浜国立大学: 学長特任補佐（AI戦略統括
    役）
・横浜市立大学; 客員教授（兼）理事長特別補
   佐
・鹿児島大学: 学長特別顧問
・秋田大学: 学長アドバイザー（2026/10/1就任
   予定）
・日本薬科大学: 特別招聘教授
・富山県立大学: 客員教授
・教育テック大学院大学; 特任教授（兼）学長
   特命補佐

Web

連絡先

活動地域 全国

陳内 裕樹（じんない ひろき）

東京都立大学

客員教授

jinnai[アットマーク]tmu.ac.jp
－

・沖縄キリスト教学院大学; 学長特任補佐
・静岡県: フェロー
・栃木県: フェロー
・富山県: エグゼクティブアドバイザー / デ
   ジタル変革フェロー
・鹿児島県: ＤＸ推進アドバイザー
・浜松市: フェロー
・相模原市: フェロー
・函館市: フェロー, 市長（CAIO）補佐官
・別府市: 総合政策アドバイザー, 市長（教育
   CAIO）補佐官
・男鹿市: フェロー
・他自治体: 他140以上の自治体フェロー・ア
   ドバイザーとしてDXAI政策、教育DX支援, 
   を実施
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